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一般社団法人全国食支援活動協力会 大池  絵梨香

事後評価報告・事業終了に向けて



1 . 事 後 評 価 報 告 の 全 体 ス ケ ジ ュ ー ル

2 . 報 告 書 の ま と め 方

3 . 事 後 評 価 計 画 の 作 成 に つ い て

4 . 実 行 団 体 へ の 報 告 に 向 け た 支 援

5 . 実 施 か ら 得 た 知 見 と 学 び

本 日 お 話 し す る こ と



23年3月 事後評価の目的・流れの説明（01-01）

5月 事後評価計画書の説明

事後評価計画書の点検・確定（04-01）8月

データ収集・知見や教訓を振り返るためのヒアリング（04-02）

報告書のひな型の共有（02）

10-11月

11月

報告書のドラフトチェック（04-03）

評価委員会/成果報告会での報告

24年1-2月

事後評価の全体スケジュール01

報告書の完成・システム提出24年3月



事後評価の目的・流れの説明として以下の項目・内容を提示

■目的

■評価計画案

■実施体制

■スケジュール

01



報告書のまとめ方02

https://mow.jp/_userdata/pdf/2024/kyumin2020_zigohyoukafin.pdf

参考）

全国食支援活動協力会の事後評価報告書

https://mow.jp/_userdata/pdf/2024/kyumin2020_zigohyoukafin.pdf


事後評価計画の作成について03

/



事後評価をするためにどん

な定量・定性データが必要

かを事前に確認しておき、

事後評価で改めて収集すべ

きデータがどれくらいある

かを把握

３年間の活動を振り返り、

①得られた変化、②中々う

まく進まなかった活動をど

う改善できたか等、できた

ことと出来なかったことの

整理を実施

収集データの確認 報告書の項目の確認

提出された報告書に記載さ

れている内容のなかで、根

拠として不足している情報

やヒアリングで確認してい

た実績の加筆を依頼。

01 02 03
報告書の内容の確認

実行団体の報告に向けた作成支援04
収集データの確認

10-11月 24年1-2月8月



•

•

•

•

•

•

•

•

実施から得た知見と学び05



おわりに

２回目の事後評価でしたが、大変でした。余裕をもって工程表を作っ

ておくと資金分配団体も実行団体も安心だと思います。

また、資金分配団体が先んじてこんなものを作ります、と提示してあ

げた方が、実行団体としては成果物のイメージ（作業量・内容の精度

など）を持って取り組むことができると思います。

資金分配団体と実行団体とで、提言や教訓として記載する内容はそれ

ぞれの立場に応じて主眼を変えて発信することを心掛けました。今後

の事業推進に向けて関係者に読んでいただくためには、もっと工夫が

必要だったと感じています。皆さんも実行団体と事後評価で休眠事業

で得られたどんな変化を確認したいのか、それを誰に伝えたいのかを

確認されることをおすすめします！



T H A N K  Y O U
ご清聴ありがとうございました。


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10

